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熊本県歯科医師会

Kumamoto Dental Association

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

ⓒ2010熊本県くまモン#K6356
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第40回常務理事会
がん医科歯科連携登録歯科医のための
全国共通ナショナルテキスト講習会
国保通常組合会
障がい児（者）口腔ケア地域リーダー育成事業研修会
県がん患者医科歯科医療連携事業歯科衛生士
対象研修会（肥後銀行天草支店ホール）
社会保険講演会、有料学術講演会
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皆さんは、痛みで飛び起きたことがありますか？私は２度あります。初めは新婚時代の「痛風」、左足
の親指が赤く腫れあがり歩行困難。仕事は休まず、何とか数週間の不自由な生活で回復しました。そし
て２度目は昨年末、右のわき腹から下腹部にかけての痛みで目覚め、単なる腹痛かと思いトイレへ。しか
し、固形物も液体も出ません。ジーンと痛みが続くなかコーヒーを入れ終った途端、強烈な痛みで床に
倒れ伏しました。「尿管結石」でした。自ら119に電話し、救急車に搬送され、我がクリニックも臨時休
診。点滴と座薬で痛みは無くなったものの、腎臓付近にまだ４個の結石が待機しているとの診断を受け
通院治療。これを機に、尿酸値を下げる薬も飲み始め、毎朝飲む薬が６種類になりました。先日某ホテ
ルで、支部の新年会をしましたがホテルのスタッフに「歯医者さんは、よく飲まれますね。」「ストレスが
多い仕事なのですか。」と言われ苦笑しました。わが身も、故障してくるはずです。

（Ａ.Ｋ）

編集者のつぶやき
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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　平成28年度笑顔ヘルCキャンペーン写真
コンクールの佳作「可愛いポーズ」木原進様
の作品です。　　　　 
　美里町で開催された「みどりかわ湖どんど
祭り」のイベント会場で撮影された作品です。

（Ｔ・Ｋ）
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平成28年度診療報酬改定より早や９か月､ 新しい施設基準の登録申請も徐々に増えてきて

います｡ それに伴い､ 新設された ｢かかりつけ強化型歯科診療所｣ や ｢歯科治療総合医療管

理料Ⅱ (医管Ⅱ)｣ 等の算定も徐々に増えています｡ 今回の改定では､ 施設基準をクリアで

きれば点数が付くという形でプラス改定になりました｡ 今回の改定内容を積極的に活用して

いる会員はかなりの点数アップになっている様ですが､ 一方で全く点数が上がらないという

声も聞こえてきます｡ ここ数年､ 社保委員会では点数アップの為の情報提供に努めてまいり

ましたが､ ｢点数が上がらない｣ と言う会員の多くは､ 個別指導にかからなくする為に､ 自

ら点数の算定控えをしている様に思います｡ その意識を変えて頂ければ､ 算定できる点数は

沢山あります｡ 保険点数というのは､ 診療に対する対価です｡ 個別指導を怖がらず､ 実際に

行った診療行為はきちんと保険請求してください｡

一方､ 既存の診療行為に対する保険点数は､ なかなか上がらないのが現状です｡ 今後の診

療報酬改定で伸びしろがあると思われるのは､ 地域包括システムにおける医科歯科連携と在

宅医療です｡ ここ２年程で４人の厚生労働省の歯科医療官と懇談する機会がありましたが､

全ての医療官が共通しておっしゃるのが､ この地域包括システムにおける医科歯科連携と在

宅医療です｡ 直近３回の点数改定は､ やはりこの地域包括システムに関連する点数貼り付け

が多く見られます｡ ｢在宅歯科診療に係る点数の頻繁な改定｣ ｢周術期歯科管理料の導入｣

｢かかりつけ強化型歯科診療所の新設｣ 等がこれにあたります｡ 特に今回の改定で気を付け

て頂きたいのは､ 在宅歯科診療において､ ｢在宅療養支援歯科診療所｣ 等の施設基準を提出

していない歯科診療所は､ 平成29年３月31日までに､ 平成29年４月１日以降に訪問歯科診療

を行う旨の意思表示 (注13に規定する基準の施設基準に係る届出) を行ってください｡ そう

でない場合は､ 平成29年４月１日以降に訪問歯科診療を行っても歯科訪問診療料の算定が出

来なくなります｡ この手続きは早急に行ってください｡

先の事になりますが平成30年度の診療報酬改定は､ 医療と介護の同時改定となります｡ 従っ

て､ 医療分野でも介護と連携する様な地域包括ケアや訪問歯科診療に関係するような部分に

点数の貼り付けが行われると思われます｡ 現在地域包括ケアや訪問歯科診療に関心を持って

いない会員もこの流れに乗り損ねると､ 今後の診療報酬アップに繋がりませんのでお気を付

けください｡
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12月26日(月) 午後７時より県歯会館にお
いて､ 浦田会長他全役員､ 伊藤学院長の出席
のもと開催された｡

����������
３. 議長選出：浦田会長

４. 議事録署名人：久々山監事､ 西野監事､

浦田会長

５. 会務報告：

(自：11月21日～至：12月20日)

本会総務：理事会､ 常務理事会､ 地震災害対

策本部会議､ 中小企業グループ補

助金交付申請説明会・申請書類審

査会､ 創立110周年記念事業準備

委員会

医療対策：医療相談苦情事例

センター・介護：熊本市歯会との口腔保健セ

ンター運営打合せ

総務・医療連携：がん連携事業､ 病診連携事業

以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

６. 報告事項：

１. 退会会員

□故 川原 雄次 会員 (一般会員／八代)

60歳 11月19日ご逝去

２. 事務局人事

[退職] 総務課 入枝 順子 12月28日付

[採用] 総務課 沼里 珠生 11月28日付

３. 平成29年度中規模県連合会会議の担当

開催に関するアンケートの結果及び次年

度以降の開催

次年度より２順目に入るため担当開催

に関するアンケートをとった結果､ ２順

目も１順目と同様の順で担当開催するこ

ととなった｡

１. 開会：中嶋副会長

２. 挨拶：浦田会長

平成28年最後の理事会となりました｡ 今年

は本会それから熊本県にとって､ 大変な一年

でした｡ ４月の熊本地震､ ６月の集中豪雨､

10月の阿蘇山噴火と災害ばかりの一年だと言

えます｡ 熊本地震から８か月が過ぎ､ だいぶ

落ち着いてきましたが､ 余震は4200回を超え

てまだまだ大変な状況であります｡ 役職員の

多くが自ら被災した中で､ 地震から様々な災

害対応として､ 避難所等における県民の歯科

治療・歯科保健医療や会員の復旧に率先して

ご尽力いただき感謝申し上げます｡

今年度は３月まで続きますし､ 我々執行部

の任期も残すところ６か月をきっています｡

この間に出来るだけ多くの事に取り組んで結

果を残し､ 次に引き継ぎたいと思っています｡

私も４期８年と会長職を務めさせていただき

ましたが､ まさか今年が災害の一年になると

は予測しておりませんでした｡ 災害対応をし

ていく中で充分に終わっていない事もたくさ

ん残っていますし､ これをほったらかしにし

て次の方にお願いするのもいかがなものかと

思います｡ そういう意味ではある程度の結果

が出るまで､ もう一度会長職を務めさせてい

ただこうと思い､ 次期の会長予備選挙へ立候

補する事を決意しました｡ 今年最後の理事会

の挨拶の中で決意を伝え､ すっきりした気持

ちで平成29年を迎えたいと思い､ 本日初めて

口にしました｡ 微力ではありますが､ 役職員

の皆様をはじめいろんな方のお力添えを得て､

もう少し任期を務めさせていただきたいと思っ

ております｡ 本当に今年一年間お世話になり

ました｡
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４. 会長予備選挙及び役員等選挙の事前通

知

12月21日の選挙管理委員会で規則に基

づく通知内容が承認されたので､ １月５

日の全会員発送時に正会員へ同封する｡

５. 熊本地域医療構想策定の内容

当初は歯科に関する事柄がほとんどな

かったため､ 歯科の記載を充実してもら

うように交渉した結果､ 原案に在宅歯科

医療の充実に関する内容を盛り込んでも

らうこととなった｡

６. 平成28年度地域医療介護総合確保基金

事業

医科歯科連携訪問歯科診療用機器整備

事業については設置５郡市への約1500万

円の補助金が､ 在宅歯科診療器材整備事

業における診療器材購入については約

750万円が選定された申請者に助成され

ることが確定した｡

７. 認知症サポーター見守り体制等推進事

業補助金交付申請

現在､ 南阿蘇村で行われている事業を

今後も継続していくために､ 今回は便宜

上､ 法人である本会名義で申請する形を

とる｡

８. 本会終身会員 (平成28年度より種別変更)

18人が新たに終身会員となる｡

９. 80歳以上の終身会員

10人が新たに該当し､ 本会会費・負担

金免除､ 日歯福祉共済保険料納付義務終

了となる｡

10. 中小企業グループ２次公募第２次締切

認定申請状況

構成員､ 会員数や事業計画に要する経

費等について報告がなされた｡

11. 委員会事業実施報告

□学術委員会： ｢日歯生涯研修ＤＶＤセ

ミナー＆会員発表｣ (11月27日)

□社会保険委員会：｢社会保険講演会

(生体情報モニタの見方と留意点､ 保

険請求)｣ (11月13日)

｢社会保険講演会 (歯科医療を取りま

く現状等)｣ (11月19日)

12. 委員会事業企画

□社会保険委員会：｢社会保険講演会

(自家歯牙移植の基本的術式と臨床例

及びその保険請求)｣ (３月12日)

13. 妊婦における歯周病自己評価法に関す

る検討

熊本型早産予防事業で妊婦歯科健診の

際に用いた歯周病セルフチェック票につ

いての考察が､ 日本衛生学会誌に掲載さ

れた｡

なお､ 本県で使用している歯周病セル

フチェック票は日歯のセルフチェック票

と異なることもあり､ 熊大の大場教授の

承諾を得てから事業の経緯を日歯へ書面

により報告する｡ さらに､ 歯周病の健診

方法についてももっと客観的な方法がな

いか地域保健委員会で検討し､ 日歯へ報

告する｡

14. 妊婦歯科健診におけるセルフケアチェッ

クシート

これまでの健診で用いた日歯のセルフ

チェック票に替って､ 妊婦用に修正した

セルフチェック票を今後健診の際に使用

する｡

15. がん医科歯科連携・回復期医科歯科連

携講演会・研修会の開催状況

平成24年度からの講演会・研修会の開

催状況について報告がなされた｡

16. 会計11月末現況

７. 連絡事項：

１. １月行事予定

８. 承認事項：

１. 新入会員の承認 [承認]

谷元 栄仁 (熊本市／第１種) １名の入

会を承認した｡

※28年度入会状況 (12月末現在)：第１

種・14名､ 第２種･３名､ 第３種･１名

２. 関係機関・団体からの役員等の推薦依

頼 [承認]

□県保健医療推進協議会委員／県健康福

祉政策課

浦田 健二 会長 任期：委嘱の日～平

成30年３月31日

□県在宅医療連携体制検討協議会委員／

県認知症対策課・地域ケア推進課

松本 信久 理事 任期：委嘱の日～平

成30年３月31日
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□県歯科保健推進会議委員

田上 大輔 常務理事 任期：平成28年

12月１日～平成31年３月31日

□県歯科保健推進会議委員

田上 大輔 常務理事､ 松本 信久 理事

任期：平成28年12月１日～平成31年３

月31日

３. 名義後援使用依頼 [承認]

□緩和ケア市民公開講座／熊本大学医学

部附属病院

□くまもとスマートライフプロジェクト

推進啓発セミナー／熊本日日新聞

９. 議題：

１. 平成28年度臨時代議員会の議事・協議

[承認]

原案どおり承認した｡

なお､ 会館の現状の耐震状況を設計事

務所や建築会社に確認の上で､ 地震保険

へ加入するか否かを理事会で検討し､ ３

月の臨時代議員会までに間に合えば､ 協

議事項として提出することとした｡

２. 平成29年度総務事業計画案の再提出

[承認]

本県での開催が決定した第17回 (平成

30年) 警察歯科医会全国大会への対応を

追加することとした｡

３. 平成28年度中規模県連合会会議及び九

地連協議会への提出協議題

何か提出協議題があれば､ 渡辺専務理

事まで連絡することとした｡

４. 第39回むし歯予防全国大会in熊本の開

催期日 [承認]

主催の日Ｆとも協議の上､ 平成29年10

月21日(土) に開催することとした｡

なお､ 会場はくまもと森都心プラザを

仮申し込みしているが､ 抽選により取れ

なかった場合は県歯会館において開催す

る｡

５. サンスターからの歯科用製品等推薦申

請 [承認]

６つの製品について申請に基づき推薦

することを承認した｡

６. 創立110周年記念事業実行委員会の構

成 [承認]

構成メンバーについて､ 原案どおり承

認した｡

７. 平成28年度各委員会事業の検証並びに

平成29年度事業計画・予算案の再提出

[承認]

各委員会において28年度事業の検証を

あらためて行った結果､ 学術委員会と総

務・医療連携委員会より29年度当初予算

案からの削減案が提出され承認した｡

８. 診療所の罹災証明書に基づく会費・共

済互助負担金免除会員の追加認定 [承認]

新たに診療所が半壊の罹災証明書の提

出があった会員２名の会費を､ 半年間免

除することを承認した｡

９. 平成28年度県委託 (補助) 事業に係る

予算 [承認]

むし歯予防対策事業､ ヘル歯―元気80

20支援事業､ 介護者歯科実技研修事業､

医科歯科連携訪問歯科診療用機器整備事

業､ 在宅歯科医療連携室整備事業の予算

明細書について承認した｡

10. 平成29年度会費及び負担金・賦課率並

びに徴収方法 [承認]

原案どおり承認し､ ３月25日(土) 開

催の臨時代議員会に議案として提出する

こととした｡

11. 電力自由化に伴う電力会社の見直し

現行の電気料金の削減となることから､

新電力会社と契約する方向で､ 今後検討

することとした｡

12. 職員就業規程の一部改正 [承認]

改正案どおり承認した｡

13. 熊本市歯会からの会館事前使用申込

[承認]

会館使用申込受付前であるが､ 事情を

勘案して申込を受け付けることとした｡

10. 協議事項：

11. 監事講評：

12. 閉会：宮坂副会長

(広報 竹下 憲治)
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平成29年２月６日
選挙権者 各位
被選挙権者 各位

熊本県歯科医師会
会長 浦田 健二

会長予備選挙の公示

役員の任期満了に伴い､ 平成29年６月17日から平成31年６月開催の定時代議員会終結時までの
理事を選任するには､ 選任後の理事会において代表理事となるべき会長候補者を会員の意思で
予め決定しなければならない｡

このため､ 会長予備選挙規則第10条により会長予備選挙を次の通り公示する｡

１. 定数 会長候補者 １名
２. 選挙権者又は被選挙権者となる資格

選挙権者となる資格 平成29年１月24日 (火) までに正会員となった者
被選挙権者となる資格 選挙日において正会員として２年以上在籍した者

３. 届出に必要な書類
会長予備選挙規則､ 会長予備選挙及び役員等選挙実施要領に規定する書類が必要｡

４. 選挙の方法
正会員による選挙として､ 会長予備選挙規則､ 会長予備選挙及び役員等選挙実施要領に基づ

き行う｡� 届出用紙の配布
①配布期間 自 平成29年２月20日 (月)

至 平成29年３月２日 (木)
※ただし､ 土日祭日は除く｡

②配布時間 午前８時30分から午後５時まで
③配布場所 熊本県歯科医師会館� 立候補の届出
①届出期間 自 平成29年３月３日 (金)

至 平成29年３月10日 (金)
※ただし､ 土日祭日は除く｡

②届出時間 午前８時30分から午後５時まで
③届出先 選挙管理委員会� 投票の期日及び方法

本会所定投票用紙による郵便投票
・投票用紙発送日 平成29年３月14日 (火)
・投票締切 平成29年３月25日 (土) 午後２時到着分まで
※立候補届出期間の終了日時である平成29年３月10日 (金) 午後５時を過ぎた時点におい

て､ 候補者が定数 (１名) のときは､ 郵便投票は行わない｡� 立候補者の辞退期限
平成29年３月15日 (水) 午後５時まで� 開票

・日時 平成29年３月25日 (土) 午後３時から
※ただし状況により開票の時間は若干前後することがある｡

・場所 熊本県歯科医師会館� 開票立会い
各候補者が届出した開票立会人による｡� 当選者
会長予備選挙の当選者は､ 有効投票の多数を得た候補者とする｡ なお､ 候補者が定数

(１名) のときは郵便投票を行わないで､ その候補者を当選とする｡
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―社会保険講演会―

����������
11月13日(土) 午前10時より県歯会館４階

ホールにおいて､ ｢生体情報モニタの見方と

留意点､ 保険請求｣ と題して社会保険講演会

が開催された｡

前半は､ 熊本大学医学部付属病院歯科口腔

外科の吉田遼司講師に ｢生体情報モニタの見

方､ 偶発症への対応｣ と題しての講演が行わ

れた｡ 生体情報モニタの必要性､ 歯科治療時

の偶発症の特徴及びその対応について､ 具体

的な症例を交えて行われ､ 非常に興味深い内

容であった｡

また､ 後半は田中理事より､ 医管 (Ⅱ) の

算定方法､ 施設基準等についての説明が行わ

れた｡ 医管 (Ⅰ) と医管 (Ⅱ) の違いや､ カ

ルテ記載の注意事項､ レセプト請求時の ｢摘

要｣ 欄記載等､ 非常に具体的な説明であった｡

日曜日の午前中という時間であったが､ 非

常に多くの会員が参加し､ 注目度の高さがう

かがえた｡ 生体情報モニタを必要な患者に行

い､ 安全・安心な歯科治療を実現すると同時

に､ 保険請求を行うことで会員の増収増益の

一助となったと思う｡

(社会保険 橋本 英樹)

具体的な症例を交えて説明

����
平成28年度臨時代議員会 開催のお知らせ

下記の通り平成28年度臨時代議員会を開催しますのでお知らせいたします｡
記

日時：平成29年３月25日(土) 午後３時～
会場：熊本県歯科医師会館 ４階ホール

[ 議 事 ]
第１号議案 平成28年度熊本県歯科医師会会計収支補正予算書 (案) の承認を求める件
第２号議案 平成29年度熊本県歯科医師会事業計画 (案) の承認を求める件
第３号議案 平成29年度熊本県歯科医師会会費及び負担金の賦課額､ 賦課率並びにその徴収方

法 (案) の承認を求める件
第４号議案 平成29年度熊本県歯科医師会会計収支予算書 (案) の承認を求める件

[ 協 議 ]
１ 時局対策
２ その他

※代議員会は公開となっています｡ 傍聴を希望される場合は､ 会議場後方に席を用意い
たしますので､ 事務局に必ずご連絡のうえご来館ください｡
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療を行う事が重要であるとの説明があった｡

その後､ 今回はじめて､ コーディネーター

に赤尾理事､ パネリストに古川准教授､ 田上

常務理事を迎え ｢今後の糖尿病・歯周病医療

連携について｣ のテーマでパネルディスカッ

ションが行われた｡

最後に質疑応答が行われ､ 最近問題視され

ている血糖値スパイクと糖尿病検査の糖負荷

試験の重要性について説明があった｡ 糖尿病

と歯周病が相互に負の影響を与えることは明

確なエビデンスが確立されてきている｡ これ

までも各診療所単位では医科との連携は行わ

れていたと思われるが､ 今回の研修会が医療

連携について系統だてて理解し､ 行動するきっ

かけとなれば幸いである｡

(地域保健 蔵本 茂禎)

１月７日(土) 午後３時より県歯会館にて

糖尿病・歯周病医療連携研修会が開催された｡

冒頭､ 宮坂副会長が､ ｢今後ますます医療連

携の重要度は増してくる｡ 本日はしっかり研

修していただき今後につなげていきたい｣ と

挨拶し研修会が始まった｡

まずはじめに､ 古川昇熊本大学大学院生命

科学研究部附属臨床医学教育医学センター准

教授による ｢糖尿病の基礎知識と最近の話題｣

の講演が行われた｡ 糖尿病とは､ インスリン

作用の相対的不足により引き起こされた持続

する高血糖を主徴とし､ 特有の細小血管症を

伴う疾患であるが､ 糖尿病の病態､ 分類・診

断､ 合併症､ 管理・治療についても分かりや

すく講演された｡ 最新の糖尿病治療薬に関す

る知見については詳細にその作用機序につい

て､ さらに､ ＤＭ熊友パス (糖尿病地域連携

パス) の紹介､ 活用状況､ 活用方法の説明が

あった｡

次に､ 田上常務理事による ｢糖尿病・歯周

病医療連携 (６年間のまとめ)｣ について､

阿蘇郡市地区の報告､ 説明があった｡ 重症の

糖尿病患者に歯周治療を行うと歯周治療を行

わなかったコントロール群と比較してＨｂＡ

１ｃは0.4%改善すること､ また､ 薬物療法を

始める前に食事療法､ 運動療法と共に歯周治

―糖尿病・歯周病医療連携研修会―

���������� �� ��
今回初のパネルディスカッション

熊本県歯科医師会創立110周年記念式典・祝賀会

(歯科医師国保組合60周年・歯科衛生士専門学院55周年・歯科医師連盟65周年)

開 催 日 ： 平成29年５月20日(土)
会 場 ： ホテル日航熊本 ５階
特別講演 (午後３時～４時30分・天草)

｢なぜ今医科歯科連携が求められるのか？その源は幕末にあり｣
東京歯科大学短期大学 石井 拓男 学長

記念式典 (午後５時～５時50分・阿蘇)
祝 賀 会 (午後６時～８時・阿蘇)
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熊本市 奥田 良樹 (70才)

とあらゆる状況が整い､ カミさんと二人申し

込んだのが今年の３月｡ ところが４月思いも

よらぬ熊本地震で我がクリニックも少なから

ぬ被害を受けた……が､ かえって今の内に

“めいっぱい遊ぼう！”とひらき直っての参

加でした｡

豪華客船 ｢飛鳥Ⅱ｣ へ乗船

10月８日(土曜) 休診して朝６：40鶴屋駐

車場へ集合｡ ここには10数台の貸し切りバス

が待機し､ 次々と八代外港へ｡ 車内では鶴屋

の添乗員が乗船の際のノウハウ､ 船内での要

領など細かく説明｡ 乗船用の個人カード (部

屋のキーにもなっていた) を渡され､ １時間

ほどで八代外港に着｡ 目前にはビル14階の高

さの巨大な飛鳥Ⅱが……

700名もの客が一斉に乗船するので係りの

人も大変……タラップを登り個人カードを受

け付けの機械にかざすとピッピーと鳴り､ こ

れで乗船完了｡ 港の岸壁にはブルーのユニフォー

ムを着た秀岳館の生徒が見送りのため200人

ほど集まりブラスバンドや三味線に合わせて

集団演舞｡

飛鳥の７番デッキでは客にシャンパンと紙

テープ (いずれも無料) が配られ､ 出港の華

やかなセレモニーが……

飛鳥Ⅱクルーズ募集要項

旅行代金一人155,000～450,000円で８パター

ン｡ 我々はDクラス (185,000円)｡ 部屋は９

階でバストイレ完備｡ 冷蔵庫には水・オレン

ジジュース・氷が無料で常備され (残念なが

―飛鳥Ⅱ乗船顛末記―

平成28年10月８～10日｡ 八代外港発着の

｢飛鳥Ⅱクルーズ｣ 出雲・松江３日間“豪華

客船で行く自然と歴史に彩られた山陰の旅”

(募集人員700名) に参加してきた｡

グッドタイミング

その① 長男が大学を卒業したのを機に､ 少

しずつ積み立てていた定期預金が今

年の２月に満期になり､ 少しまとまっ

たお金があった｡

その② 丁度その頃 鶴屋デパートの企画で

10月に八代外港から出雲往復２泊３

日という夢のような“飛鳥クルーズ”

の案内が…

その③ この年の６月は私の古希 (70才) の

祝い｡

その④ 昭和53年に月出で開業して37年｡ そ

の間､ 患者さんとトラブル皆無｡ 体

調はこの10年365日毎朝７㎞走り

(但し超スローペース) 仕事後は近

くのジムのプールで週４～５回1,000

ｍ泳ぎ､ 健康診断でもパーフェクト｡

その⑤ さらに神社仏閣めぐりが好きで､ こ

れまで中尊寺､ 京都奈良の神社仏閣､

四国88ヶ所のお遍路・伊勢神宮・高

野山・人吉相良観音めぐり等してき

たが､ 出雲大社だけは交通のアクセ

スが悪く､ あきらめていたところ､

このクルーズで行けることが判明……

総トン数50,142トン､ 全長241ｍ､ 航海速力21ノット
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日本海を走る!?

今回の楽しみの一つは日本海を走る船上を

暗い内から走ること｡

９日はいつものように朝４時起床､ ５時７

階のデッキに２人で出ると､ 貸切り状態｡ こ

こは一周440ｍのジョギング・ウォーキング

のコースになっていて､ ゆっくり走り出す｡

外は真暗で白波だけでしたが空を見上げると

信じられない程の星の数々｡ まさに満天の星！

徐々に白み始め､ 海上から日の出に思わず

手を合わせた｡ ６時ごろから10数名ウォーキ

ング人も出てこられたが走っているのは４人…

２日続けて20周8.8㎞を走り回った…

朝食は洋食 (11F)､ 和食 (５F) どちらも

７～９時までOKで､ 両方で食べても良いと

のこと｡

この日は和食でオカユ｡ 上品な和食という

感じで､ 納豆・温泉卵・ノリはウェイターが

持参してお好みでピックアップするシステム｡

当然､ 朝からビール!!しかし有料で､ なんと

小ビン１本1200円……

出雲大社は二礼四拍手

12時間かけて着いた境港には観光バスが20

台｡ 我々のバスガイドは60才のベテランで､

民謡を歌うとプロ並みだったが､ 観光ポイン

トの解説で同じ事を２度３度繰り返して言う

のにはマイッタ！ (本人は多分自覚していな

い…!?)｡

出雲大社は連休のためもあり､ 大変な人出｡

何故だか不明だが参拝は“二礼四拍手”で行

う様に指示された… (何だカナァ…)

らビールは無し) 高級ホテル並みでベランダ

付きの当然オーシャンビュー！

夕日・朝日が海上に映え実に美しかった｡

乗船した日の５時からのディナーは“正装”

と定められていて､ その為の荷物がトランク

一杯｡

全員正装でフレンチのフルコース

乗客全員正装でのディナーのフルコースは

生まれて初めて｡ 迎えるスタッフは皆外国人

(主にフィリピン人で欧米の女性も) で､ よ

く洗練され､ 身のこなし､ 言葉づかい､ 流れ

等全てスムーズで心地よい空間―

偶然､ 同席だった母娘は宮崎からの参加｡

母は元教師､ 娘は養護教員とのことで話がは

ずみ､ ビールもワインも料理も会話も文句な

し！至福の一時でした｡

我々の部屋912号室のベランダにて

船が時速30㎞程で走っている
ため強い向い風と追い風の中
をグルグル

１周440ｍを20周走り､
朝からビール！
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昼食の ｢しまね和牛のバーベキュー｣ は団

体客でごったがえし､ 味も普通の焼肉といっ

たところだった｡

境港からの出航

３・３・５・５と地元の住民や子供たちが

集まって来て見送りの儀式｡ 写真に見える和

装のオッサンは安来節の歌に合わせて“どじょ

うすくい”を踊って見送ってくれ､ ここでも

お別れのシャンパンと紙テープ…

｢がんばれ熊本｣ の看板がありがたし！

船内でのレセプション

特筆すべきはKMA (熊本ミュージックアー

ティスト) のスペシャルコンサート！

弦楽器が主な楽団でバイオリン・ビオラ・

コントラバス・打楽器さらに女性プロのオー

ボエ｡ 特に若い女性のバイオリンのソロが素

晴らしく､ コンサートホールは300人ほど集

まり満席｡

普段コンサート等私には無縁の世界だが､

迫力ある生演奏には鳥肌が立ち､ ２日連続で

カミさんと聞きに行った…

船上のプールで泳ぐ

３日目の昼食後､ 最上階のデッキにあるプー

ルに行くと､ 先客の男性２名｡ プールの水は

海水で30℃位に温めてあり､ 冷たくはなかっ

たが楕円形の小さなプールで､ ターンがしに

くく､ 長い距離はとても泳げず､ 10分程度ク

ロールで流して､ すぐ横のジャグジー風呂に

入ると､ ここは真水で40℃程…

空も海もはるかに広がり､ 真に“海は広い

な大きいなァ～”の世界に没入…

楽しい時はアッと言う間

大型船と言えども､ わずかに揺れがあり寝

ている時の揺れは熊本地震を思い出され何度

か目覚めた…

八代外港 (17：30着) 順序良く下船し､ バ

スに乗り込み､ 鶴屋まで約１時間｡

楽しい時は真に“アッと言う間”｡ 生命の

洗濯は充分に出来たが､ お土産に２㎏の体重

脂肪を持ち帰った…

次の投稿は､ ５年前の ｢熊本城マラソン｣

開催をきっかけに ｢デンタル走ろう会｣ を立

ちあげた小野秀樹会員にお願いします｡

先生はテニスで鍛えてきた足腰に､ さらに

走りを加えて力をつけ､ なんと阿蘇カルデラ

100㎞を２年連続完走された“かんなし!?”

です｡

会務で多忙な中､ フルマラソンでもコンス

タントに４時間を切り､ 今､ 真に伸び盛りの

新進気鋭の中高年の星!?です｡ ヨロシク！

境港での見送り風景

水泳はこの７年間週５､ ６回泳いで鍛えている
日本人はこんなに信心深かったのか？
そして皆律儀に二礼四拝手…私も…
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����� 郡市会報告���������菊池郡市歯科医師会

10月15日(土)､ 16日(日) に毎年恒例の菊池
郡市三師会親睦旅行が行われた｡ 例年九州各地
を回っていた旅行だったが､ 今年は初めて九州
を出て､ クライマックスシリーズ優勝で盛り上
がる広島へ行った｡ 参加人数は25名 (内歯科医
師会９名参加) だった｡

熊本駅に集合し､ 新幹線みずほで広島へ｡ ひ
ろしま国際ホテルにチェックインを済ませて､
ホテル内の芸州本店にて懇親会がスタート､ 瀬
戸内の海の幸を堪能した｡

２日目ゴルフ組は ｢広島ゴルフ倶楽部鈴ケ峯
コース｣ でラウンド｡ 観光組は宮島､ 原爆資料
館､ 呉の大和ミュージアムなどを見学した後､

ゴルフ組と合流し､ 熊本への帰路となった｡
(渡邊 敬之)

―三師会親睦旅行―

おいしい料理を堪能�����������荒尾市・玉名郡市歯科医師会

12月６日(火) 午後７時30分より､ 玉名市の
｢尚玄山荘｣ にて荒尾市・玉名郡市合同役員連
絡協議会が玉名郡市の担当で行われた｡

大林玉歯会専務理事の司会にて､ 森玉歯会会
長､ 山本荒歯会会長の挨拶があり､ その後協議
に移った｡
協議題� 歯科医師会の会計状況 (玉名)� 休日診療 (荒尾)� 防災訓練 (荒尾)� 在宅診療のスタッフ研修 (荒尾)

以上の協議題について話し合われた｡�の議題について特に活発な意見交換が行わ
れた｡ 小�玉歯会理事より ｢玉歯会では一般会
計の収支の状況が逼迫している｡ ここ３年の収
支では､ 収入から､ 入会金・県歯からの補助金
を除くと､ 大きく赤字となっている｡ 入会金に
ついては不確定要素が大きく､ 補助金について
もいつ削減されるかわからない状況である｡｣
と現在の会計状況の説明があった｡ それに対し
て荒歯会の会計状況を教えて頂いた｡ 荒歯会で
は以前赤字収支の状況が続き､ 前執行部の時に
思い切った財政改革を行い､ 今は何とか落ち着

いているとの説明があった｡ 玉歯会としては今
度の総会で会員の理解を得て財政改革を行い､
健全な会計を目指していく予定である｡ �の議
題については､ 在宅の現場ですぐに生かせるよ
うに､ 次年度から実習形式の講習会を行う事を
荒・玉双方で確認した｡

会議が終わり田中荒歯会副会長の乾杯のあい
さつで懇親会が始まった｡ 懇親会ではおいしい
料理とお酒で話が弾み､ 役員相互の親交を深め､
最後に��玉歯会副会長の挨拶で会はお開きと
なった｡

(永廣 有伸)

―合同役員連絡協議会―

様々な議題について意見交換を行う
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����� �����―寿賀の会―

�������荒尾市歯科医師会

10月20日(木) 午後７時30分よりホテルヴェ
ルデにて寿賀の会が催された｡

久しぶりとなった寿賀の会は坂田光輝会員の
傘寿 (80才)､ 蔵本千恵子会員の喜寿 (77才)､
田中正会員､ 原口泰会員の還暦 (60才) と長年､
本会に多くの貢献をして下さった (下さっている)
会員４名とあって多くの会員が出席し始まった｡

全体での記念撮影のあと､ 山本会長の祝辞､
４会員に記念品贈呈と続き､ まず坂田会員から
｢今年は金婚式とも重なりめでたいことばかり
だが､ 人生の最終コーナーにさしかかり､ 健康＝
財産を忘れること無く､ 2020年の東京オリンピッ
ク観戦を目標に日々過ごしていきたい｡｣

蔵本会員は ｢庭に植樹した桜の木とともに長
生きしつつも､ 若い先生方のお邪魔にならない
ように過ごしていきたい｡｣

田中会員は ｢趣味のゴルフに肉体面で陰りが
出てきたものの､ もっと精進し､ 70､ 80才になっ
ても続けて行きたい｣

原口会員は ｢加齢したという実感無い｡ これ

からも精進していきたい｣ とそれぞれの個性ど
おりの挨拶を頂戴し､ 北野会員の音頭で乾杯､
歓談が始まったが４会員は食事をゆっくり摂る
暇も無いほど次から次に各会員がお祝いの挨拶
に訪れ､ 馬場会員からのエール､ 福嶋会員の万
歳三唱まであっという間に散会になり､ いつも
ながら会員相互の ｢絆｣ の強さを感じさせる２
時間であった｡

(坂田 輝之)

多くの会員が参加

会員旅行などの事項も担当委員から詳しい説明
があり､ 臨時総会は終了した｡ その後忘年会会
場に場所を移し､ 今年１年を振り返りながらお
酒を酌み交わした｡

(永廣 有伸)

―臨時総会・忘年会―

����������玉名郡市歯科医師会

12月15日(木) 午後６時30分より ｢司ロイヤ
ルホテル｣ にて平成28年度臨時総会・忘年会が
開催された｡ 森会長の挨拶の後議長､ 副議長に
それぞれ増田憲敏会員､ 杉尾会員が選出され､
上半期の会務報告､ 会長・専務会議､ 代議員会､
評議員会､ 国保組合会､ 連盟からの報告があっ
た｡ 議事に入り第１号議案から第３号議案が協
議されすべての議案が承認可決された｡ 協議に
入り本会の会計状況について小�理事より ｢本
会では一般会計の収支状況が逼迫している｡ 入
会金・県からの補助金を除くと大きく赤字になっ
ている｡｣ との説明があった｡ 赤字削減のため､
総会､ 福寿会等の懇親会費の一部を徴収しても
良いかとの提案に様々な意見交換が行われ､ 協
議題であるが採決を取り次回の定時総会から徴
収するように決定した｡ 他は在宅ネットワーク､

全ての議案が承認された｡
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①今もっとも関心のあることを教えてください｡
②自分が希望する歯科診療とはどのようなものだとお考えですか｡
③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を教えてください｡
④今後の抱負は何ですか｡

所管 日付 摘要 出務者

総 務

11月21日 故川原雄次会員 (八代) 告別式弔辞奉呈 (八代市) 浦田会長

21日 県健康福祉部との懇談会 (熊本市) 浦田会長､ 渡辺専務理事､ 田中・井
上理事を除く理事以上全役員

24日

第19回理事会
【承認事項】
(１) 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼 (２) 名義後援使用及び協賛依頼

【議 題】
(１) 新型インフルエンザ等対策訓練の実施 (２) 平成29年度総務の事業計画 (案)
(３) 歯科医師健康白書調査依頼 ほか

浦田会長他中嶋副会長を除く全役員､
伊藤学院長

25日
九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (熊本市国際交流会館) 中嶋副会長

日歯災害歯科コーディネーター研修会打合会 宮坂副会長､ 渡辺専務理事､ 田上・
八木・牛島常務理事

26日 宮崎県歯会創立100周年記念式典・祝賀会 (宮崎観光ホテル) 浦田会長

28日
第８回県地域医療等情報ネットワーク連絡協議会 (テルウェル熊本ビル) 浦田会長
職員人事評価打合会 渡辺専務理事､ 八木・牛島常務理事

29日

県教育庁との懇談会 (熊本市)
(１) 県教育庁８名との懇談会

浦田会長､ 中嶋・宮坂副会長､ 渡辺
専務理事､ 田上・八木・牛島常務理
事､ 大林・宇治理事､ 澤田事務局長

月次監査
(１) 10月末会計現況監査 久々山・西野監事

30日 都道府県事務長事務連絡会 (日歯会館) 澤田事務局長
12月１日 三島熊本市議会議員との懇談 (熊本市) 浦田会長､ 渡辺専務理事

３日
愛知学院大学歯学部同窓会県支部講演会・懇親会 (ホテル日航熊本) 小島副会長
神奈川歯科大学同窓会県支部忘年会 (アークホテル熊本城前) 浦田会長
新樹会40周年記念祝賀会・望年会 (ホテル日航熊本) 渡辺専務理事

４日 第62回県三師会親善剣道大会 (熊本公徳会武道場) 渡辺専務理事

６日

第１回国保運営検討会議 (県庁) 田上常務理事
サンスターとの打合せ 渡辺専務理事

日歯災害歯科コーディネーター研修会打合会 宮坂副会長､ 田上・八木・牛島常務
理事

７日

第782回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長
第３回副会長会議
(１) 平成29年秋の叙勲

浦田会長､ 小島・中嶋・宮坂副会長､
渡辺専務理事

第２回熊本地震に係る災害医療提供体制検討委員会 (県庁) 牛島常務理事
第34回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 創立110周年記念式典祝賀会に伴う来賓の宿泊代負担
(３) 寄せられた義援金・支援金の使途 ほか

浦田会長他牛島常務理事を除く常務
理事以上全役員

グループ補助金交付申請第二次説明会
受講者：15名

９日
職員冬季賞与支給式 小島副会長
第37回全国歯科保健大会会長招宴 (那覇市) 浦田会長

10日
第37回全国歯科保健大会 (沖縄コンベンションセンター) 浦田会長
鹿児島大学歯学部同窓会県支部忘年会 (熊本市) 渡辺専務理事
九州歯科大学県同窓会忘年会 (熊本市) 中嶋副会長

12日
KDS永田社長との面談 浦田会長
グループ補助金交付申請のための書類審査会 宮井理事

13日

｢災害時の歯科衛生士の役割｣ についての講義 (福岡医療短期大学) 宮坂副会長

第２回創立110周年記念事業準備委員会
(１) 記念品の選定 (２) アトラクション (３) 記念事業

渡辺専務理事､ 八木常務理事､ 竹下・
宮井・井上・宇治理事､ 有田連盟副
理事長､ 瀬井国保理事､ 林副学院長

スマートライフプロジェクト打合せ 渡辺専務理事

第第１１種種会会員員
谷元 栄仁
(タニモト マサノリ)

熊本市中央区帯山4-29-1

よぎ歯科医院

自 平成28年11月21日
至 平成28年12月20日会 務 報 告

①咬合誘導､ 歯科矯正
②患者さんが笑顔で帰られる診療
③隠れ家的歯科医院 (立地的な意味で)
人目を忍んで通いたい方には絶好の条件
④諸先輩方の築かれた歯科界の名に恥じぬよ
う地域医療に貢献して参りたいと思います｡
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広 報

11月21日 広報小委員会
(１) 会報12月号第２校校正 (２) 今後の委員会等日程 岩崎委員長他４委員

12月６日 広報小委員会
(１) 会報１月号編集・第１校校正 竹下理事､ 岩崎委員長他２委員

12日 広報委員会
(１) 会報１月号第２校校正 (２) 今後の委員会等日程 竹下理事､ 岩崎委員長他全委員

学校歯科

11月29日

歯及び口腔の健康づくり指導 (山都町立矢部小学校)
(１) むし歯予防及び歯肉炎予防講話､ 歯磨き指導 岩本会員

県健康づくり推進学校表彰審査会 宮坂副会長
歯及び口腔の健康づくり指導 (山都町立蘇陽小学校)
(１) むし歯予防及び歯肉炎予防講話､ 歯磨き指導 甲斐義久他歯科衛生士１名

12月１日 歯及び口腔の健康づくり指導 (菊陽町立菊陽北小学校)
(１) むし歯予防及び歯肉炎予防講話 石川会員

２日 歯及び口腔の健康づくり指導 (山都町立蘇陽南小学校)
(１) むし歯予防及び歯肉炎予防講話 石井委員

６日 歯及び口腔の健康づくり指導 (山都町立蘇陽南小学校)
(１) むし歯予防及び歯肉炎予防講話､ 歯磨き指導 甲斐義久他歯科衛生士１名

13日 歯及び口腔の健康づくり指導 (緑川小学校)
(１) 歯科健診 村上会員他歯科衛生士１名

14日 歯及び口腔の健康づくり指導 (阿蘇市立阿蘇西小学校)
(１) むし歯予防及び歯肉炎予防講話､ 歯磨き指導 丸野会員他歯科衛生士２名

15日 県PTA共済審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事
16日 第39回むし歯予防全国大会に係るNPO日Ｆとの打合せ 浦田会長､ 渡辺専務理事､ 大林理事

20日 歯及び口腔の健康づくり指導 (宇土市立網津小学校)
(１) むし歯予防及び歯肉炎予防講話､ 歯磨き指導 浦田会長他歯科衛生士２名

医療対策

11月21日 医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 九州各県医療安全担当者会 (３) 医療事故調査制度研修会 ほか 岡田委員長他全委員

24日 医療相談 小島副会長､ 岡田委員長他２委員､
福岡弁護士

12月５日 医療相談 小島副会長､ 岡田委員長他３委員
15日 県医療事故調査等支援団体連絡協議会 (熊本ホテルキャッスル) 浦田会長

16日 医療対策小委員会
(１) 通知書の修正作業 小島副会長､ 岡田委員長他３委員

20日 医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 委員提出協議題 小島副会長､ 岡田委員長他全委員

センター・
介護

11月28日 第４回県社会福祉審議会身体障害者福祉専門分科会審査部会 (県庁) 小島副会長

12月１日 口腔保健センター打合せ
(１) 口腔保健センター管理運営委員会への対応 松岡センター長､ 松本理事

７日 口腔保健センター管理運営委員会
浦田会長､ 小島・宮坂副会長､ 渡辺
専務理事､ 田上・八木常務理事､ 松
岡センター長､ 松本理事

10日 センター・介護委員会
(１) 平成28年度委託事業 宮坂副会長､ 松本理事他５委員

厚生・医療
管理 11月22日 熊本国税局管内税務指導者協議会 (大分県歯会館) 宮井理事

総務・医療
連携

12月11日 県がん診療連携協議会セミナー県民公開講座 (くまもと県民交流会館パレア) 牛島常務理事

14日

県医療・保健・福祉連携学会第４回企画委員会 (テルウェル熊本ビル) 小島副会長

第18回熊本院内感染対策研究会冬季世話人会 (熊本大学医学部附属病院)
(１) 次回研究会運営 (２) 世話人の追加 宇治理事

熊本感染管理ネットワーク運営委員代表会議 (熊本大学医学部附属病院)
(１) 前回議事録の確認 (２) 今年度の活動報告 (３) 今年度の講演会 宇治理事

16日 総務・医療連携小委員会 牛島常務理事､ 宇治理事
20日 県がん診療連携協議会第30回相談支援・情報連携部会 (熊本大学医学部附属病院) 牛島常務理事

学 院

11月24日 第２回運営審議会
浦田会長､ 伊藤学院長､ 小島・中嶋・
宮坂副会長､ 渡辺専務理事､ 弘中教
務部長他４名

25日 第２回教務委員会 伊藤学院長､ 牧・林副学院長､ 弘中
教務部長他教務委員５名

12月16日 臨床実習反省会
浦田会長､ 伊藤学院長､ 牧・林副学
院長､ 弘中教務部長他教務委員５名､
歯科医師20名､ 歯科衛生士34名

国保組合

11月22日 国民健康保険指導監督 桑田常務理事

30日 第４回理事会
(１) 備品廃棄 (２) マイナンバー取得 浦田理事長他全役員

12月５日 第２回医療保険者等における番号制度導入に関する説明会 (東京スタンダード会議室) 田尻課長補佐
15日 全協事務 (局) 長研修会 (東京・全国町村会館) 田尻課長補佐

所管 日付 摘要 出務者

総 務

14日 歯科医師国民年金基金臨時代議員会 (アルカディア市ヶ谷) 牛島常務理事

17日
グループ補助金交付申請のための書類審査会
第30回県警察医会総会 (熊本テルサ) 浦田会長

18日 グループ補助金交付申請のための書類審査会
19日 第35回常務理事会 浦田会長他常務理事以上全役員
20日 グループ補助金交付申請のための書類審査会

学 術 11月27日

日歯生涯研修DVDセミナー及び会員発表
受講者：72名
発表者：FCDC・國崎貴裕会員､ AOG・椿誠会員､ 迷想会・舩津雅彦会員､ 熊本SJCD・川口孝会員

牛島常務理事､ 井上理事､ 堀川委員
長他全委員

有料講演会打合せ
(１) ３／12有料講演会講師との打合せ (２) 次年度事業の確認 井上理事､ 堀川委員長他全委員

社会保険

11月25日 社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 指導立会者､ 個別相談対応 (３) 社会保険講演会 ほか 田中・椿理事､ 清水委員長他11委員

12月３日 社会保険個別相談会
相談者：１名 桐野・橋本副委員長

５日 レセプトチェックセンター (荒尾市)
相談者：２名 田中理事

15日 保険個別指導 (KKRホテル熊本) 渡辺・舩津・小林委員

地域保健
11月22日 笑顔ヘルＣキャンペーン反省会

(１) 笑顔ヘルＣキャンペーン中央イベント 竹下・赤尾理事

12月19日 地域保健小委員会
(１) 糖尿病・歯周病医療連携研修会・検討会の開催

田上常務理事､ 赤尾理事､ 二宮委員
長他１委員



この保険は当グループ内で１年ごとに収支計算を行ない 剰余金が生じたときは配当金として
加入者全員に還元 しています。

傷害

35
会員のために継続してい

る福利厚生制度です。

最高3000万円の保障（無診査）が
70才まで新設されました

保険金額の増減は毎年自由に
変更できます

本人プランは
入院1日
15,000円
まで保障1入院60日限度  通算1,000日分まで保障

奥村





公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　平成28年度笑顔ヘルCキャンペーン写真
コンクールの佳作「可愛いポーズ」木原進様
の作品です。　　　　 
　美里町で開催された「みどりかわ湖どんど
祭り」のイベント会場で撮影された作品です。

（Ｔ・Ｋ）
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主な行事予定 March

熊本県歯科医師会

Kumamoto Dental Association

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

ⓒ2010熊本県くまモン#K6356

2日（木）
4日（土）

11日（土）

12日（日）
15日（水）
22日（水）

第40回常務理事会
がん医科歯科連携登録歯科医のための
全国共通ナショナルテキスト講習会
国保通常組合会
障がい児（者）口腔ケア地域リーダー育成事業研修会
県がん患者医科歯科医療連携事業歯科衛生士
対象研修会（肥後銀行天草支店ホール）
社会保険講演会、有料学術講演会
第41回常務理事会
第23回理事会

3

皆さんは、痛みで飛び起きたことがありますか？私は２度あります。初めは新婚時代の「痛風」、左足
の親指が赤く腫れあがり歩行困難。仕事は休まず、何とか数週間の不自由な生活で回復しました。そし
て２度目は昨年末、右のわき腹から下腹部にかけての痛みで目覚め、単なる腹痛かと思いトイレへ。しか
し、固形物も液体も出ません。ジーンと痛みが続くなかコーヒーを入れ終った途端、強烈な痛みで床に
倒れ伏しました。「尿管結石」でした。自ら119に電話し、救急車に搬送され、我がクリニックも臨時休
診。点滴と座薬で痛みは無くなったものの、腎臓付近にまだ４個の結石が待機しているとの診断を受け
通院治療。これを機に、尿酸値を下げる薬も飲み始め、毎朝飲む薬が６種類になりました。先日某ホテ
ルで、支部の新年会をしましたがホテルのスタッフに「歯医者さんは、よく飲まれますね。」「ストレスが
多い仕事なのですか。」と言われ苦笑しました。わが身も、故障してくるはずです。

（Ａ.Ｋ）

編集者のつぶやき
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